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国 交 省
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県 ト 協

適 正 化

支 部

陸 災 防

お 知 ら せ

ト ピ ッ ク ス

令和３年度 整備管理者選任前研修……………………………………………………………
トラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進について…………………………
大規模災害時における相互応援に関する協定書の締結について……………………………
ドライバー等安全教育訓練促進助成制度の対象研修施設にドライビングアカデミー南湖（南湖自動車学校）が追加されました…
令和３年度「トラックの日」事業について……………………………………………………
（公社）福島県トラック協会プレゼンツマッチ「トラックDAY」観戦チケットのプレゼント及びスポーツ教室の募集について…
令和３年度 第２回広報委員会を開催…………………………………………………………
運行管理者試験対策講習会を開催………………………………………………………………
会員だより…………………………………………………………………………………………
８月の行事予定……………………………………………………………………………………
令和３年度 安全走行に活かそう！健康管理セミナーを開催………………………………
安全性評価事業（Ｇマーク）155事業所の申請を受理………………………………………
県南支部がゴルフコンペ開催及び安全パトロールを実施……………………………………
いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催………………………………………………
県中支部が親睦ゴルフコンペを開催……………………………………………………………
県北支部が安全運転技能講習会を開催…………………………………………………………
県中支部がソフトボール大会を開催……………………………………………………………
『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内……………………………
技能講習等実施予定………………………………………………………………………………
福島ユナイテッドFC2021年シーズンホームゲーム観戦チケットプレゼント！！………
働き方改革の対応、準備はできていますか……………………………………………………
「トラック運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイト」の活用について…………
交通事故統計………………………………………………………………………………………
夏季休日のご案内…………………………………………………………………………………
自動車安全運転センターが会員事業所を表彰…………………………………………………

　福島県内初のドライバー等安全教育訓練の対象施設となる当校は、（一社）交通安全教育事業協
会「ドライビングアカデミージャパン」に加盟し講師の教養、実践的教育を行うなど高い教育水
準、教育実績を持つ研修施設となっており、全ト協が東北管内で指定する３カ所目の研修施設（以
前は青森、宮城県のみ）となった。
　これにより県内でもドライバー等安全教育訓練が受講可能になり、安
全教育訓練受講者の増加、県内ドライバーの安全運転への意識向上が期
待される。

ドライバー等安全教育訓練促進助成制度の対象研修施設に
ドライビングアカデミー南湖（南湖自動車学校）が追加されました
ドライバー等安全教育訓練促進助成制度の対象研修施設に
ドライビングアカデミー南湖（南湖自動車学校）が追加されました
ドライバー等安全教育訓練促進助成制度の対象研修施設に
ドライビングアカデミー南湖（南湖自動車学校）が追加されました

県 ト 協県 ト 協

【一般研修（1泊2日）】

令和３年１０月１６日㈯～１７日㈰

【特別研修 一般／初任（３日間）】

令和３年１１月１２日㈮～１４日㈰

ドライビングアカデミー南湖　研修日程
      お問い合わせ先
　　  南湖自動車学校
〒961-0835  福島県白河市白坂一里段6-236
TEL 0248-22-1177 FAX 0248-22-5453
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　地球温暖化の影響から、近年多発する自然災害の復旧に対応
すべく、東北トラック協会が主導し、東北ブロック（青森・岩
手・秋田・山形・宮城・福島各県）のトラック協会による相互
応援に関する協定が結ばれ、６月16日に開催された東北トラッ
ク協会総会時に６地ト協会長により、その「協定書調印式」が
開催された。

大規模災害時における相互応援に関する協定書の締結について大規模災害時における相互応援に関する協定書の締結について大規模災害時における相互応援に関する協定書の締結について東北六県東北六県

プラチナ賞
（２事業所）

金　賞
（５事業所）

銀　賞
（15事業所）

銅　賞
（10事業所）

郡山運送株式会社
給食センター営業所

物産ロジスティクスソリューションズ㈱
本宮営業所

事　業　所　名

郡山運送㈱　いわき営業所
㈱吉田運輸
佐川急便㈱　会津若松営業所
郡山運送㈱　白河営業所
植田運送㈱
㈲ライジング
レンゴーロジスティクス㈱　矢吹営業所
第一貨物㈱　会津若松支店
㈱ユタカ輸送
福島臨海鉄道㈱
物産ロジスティクスソリューションズ㈱　郡山営業所
㈱ジャス　福島支店
第一貨物㈱　郡山支店
第一貨物㈱　いわき支店
いわきカーゴ㈱
福島運送㈱

柳田運輸㈱　小名浜営業所
南東北福山通運㈱　福島支店

物産ロジスティクスソリューションズ㈱　福島営業所
福島東邦運輸倉庫㈱
㈱青運
南東北福山通運㈱　会津営業所
㈱伊達重機
クレハ運輸トラック㈱　いわきセンター
ロジトライ東北㈱　本宮事業所

佐川急便㈱　白河営業所
新地発電産業㈱
㈱クリーン商会
エービーカーゴ東日本㈱　福島営業所
新潟運輸㈱　会津若松支店

　自動車安全運転センター福島県事務所は優秀安全運転者事業所に対する表彰で当協会会員32事業
所を表彰した。プラチナ賞と金賞は警察本部長・安全運転センター理事長連名表彰、銀賞と銅賞は
警察本部交通部長・安全運転センター事務所長連名表彰となる。
　受賞事業所は次のとおり。  

自動車安全運転センターが会員事業所を表彰自動車安全運転センターが会員事業所を表彰自動車安全運転センターが会員事業所を表彰トピックストピックス

受賞区分

　（公社）福島県トラック協会がスポンサー契約を締結している、福島ユナイテッドＦＣの2021年シ
ーズン観戦チケット（ホームゲーム）を会員事業者様にプレゼントいたします。（先着１５名）

ご希望の方は、県ト協　業務部までご連絡ください！　
ＴＥＬ：０２４－５５８－７７５５（ガイダンス後、１番をプッシュ）

福島ユナイテッドＦＣ2021年シーズン
ホームゲーム観戦チケットプレゼント！！
福島ユナイテッドＦＣ2021年シーズン
ホームゲーム観戦チケットプレゼント！！
福島ユナイテッドＦＣ2021年シーズン
ホームゲーム観戦チケットプレゼント！！

お知らせお知らせ
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令和３年度「トラックの日」事業について令和３年度「トラックの日」事業について令和３年度「トラックの日」事業について県 ト 協県 ト 協

「トラックの日」とは
　トラック輸送は国内貨物輸送量の９割を占め、わが国の物流の主役となっていますが、全日本ト
ラック協会と47都道府県トラック協会では、平成４年から10月９日を「トラックの日」と定め、毎
年多彩なイベントを繰り広げて営業用トラックの活動を社会にアピールしています。

 本年度の「トラックの日」事業について
　本年度の「トラックの日」事業は、（公社）福島県トラック協会がパートナー契約を結んでいる
ＪＦＬ所属のサッカーチーム「いわきFC」と連携、協力し冠試合を開催。スタジアムの場外でトラ
ック運送業界のＰＲイベントを実施いたします。

（公社）福島県トラック協会プレゼンツマッチ「トラックDAY」概要
　① イベント開催日時
　　 令和３年９月５日（日）13時00分～17時00分（15時キックオフ）
　② 場　所
　　 いわき市「いわきグリーンフィールド」 〒972-8311　福島県いわき市常磐水野谷町竜ケ沢308
　③ 目　的

　トラック輸送は生活と経済のライフラインであり、災害時はもちろんのこと、コロナ禍にお
いても「エッセンシャルワーカー」として社会活動や産業活動に欠かせない重要な役割を果た
しています。
　東日本大震災から10年の節目にあたる本年度においては、特に被害の大きかった浜通りのサ
ッカーチームである「いわきFC」と連携、協力し（公社）福島県トラック協会プレゼンツマッ
チ「トラックDAY」を開催します。
　当事業ではサッカー観戦に訪れる多くの方々に交通安全対策をはじめ環境対策・労働対策な
どの諸課題に積極的に取り組んでいるトラック輸送業の現状をＰＲし、理解と関心を深めてい
ただくことを目的としています。      

　　④内　容
　運送業界ＰＲ（ラッピングトラックの展示、体験型車両の設置）、シートベルト衝撃体験車
両による衝撃体験、各種ノベルティグッズの配布、いわきＦＣ主導のスポーツ教室（いわきス
ポーツアスレチックアカデミー）の開催

会員事業者様、ご家族、関係者方々のご来場をお待ちしております！
屋外での開催になりますが、当日はマスクなどを着用のうえご参加下さい。
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（公社）福島県トラック協会プレゼンツマッチ
「トラックDAY」観戦チケットのプレゼント
及びスポーツ教室の募集について

（公社）福島県トラック協会プレゼンツマッチ
「トラックDAY」観戦チケットのプレゼント
及びスポーツ教室の募集について

（公社）福島県トラック協会プレゼンツマッチ
「トラックDAY」観戦チケットのプレゼント
及びスポーツ教室の募集について

県 ト 協県 ト 協

　前頁でご紹介した（公社）福島県トラック協会プレゼンツマッチ「トラックDAY」の観戦チケッ
トを（公社）福島県トラック協会の会員事業者様にプレゼントいたします。
　また、同日に開催するいわきＦＣ主導のスポーツ教室（いわきスポーツアスレチックアカデ
ミー）の参加者についても併せて募集いたします。
　観戦チケット、スポーツ教室のお申込みについては下記の応募要領をご参照ください。

観戦チケット　応募要領

令和３年８月20日㈮　締め切り
　

（公社）福島県トラック協会に加入している会員事業者
※従業員及びそのご家族も対象となります

先着200名　
※期限前に上限に達した場合、締め切る場合が
ございますので、ご了承ください。

（公社）福島県トラック協会ホームページの「会員専用
ページ」から申込用紙をダウンロードして記入していた
だき、申込用紙に記載のアドレスへメール又はＦＡＸに
てご応募ください。

イベント当日に協会ブースにて受付後、お申込
みいただいた枚数をお渡しいたします。

スポーツ教室　応募要領

令和３年９月５日㈰
12時45分～13時45分（受付12：30）
※イベント開催時間とは異なりますのでご注意ください

令和３年８月20日㈮　締め切り　

（公社）福島県トラック協会に加入している会員事業者及
び従業員の小学生のお子様。参加費は無料となります。
※参加の際は保護者の同伴が必要になります

いわきスポーツアスレチックアカデミー指導のもと「走って・跳ん
で・投げて・掴む」といった様々な運動をご体験いただけます。
※サッカーは行いません

先着30名
※期限前に上限に達した場合、締め切る場合がご
ざいますので、ご了承ください。

当スポーツ教室は参加児童と保護者１名ずつの
お申込みとなり、参加者（保護者も含む）には
当試合の観戦チケットをプレゼントいたします。
※観戦チケットはスポーツ教室後にお渡しします。

（公社）福島県トラック協会ホームページの「会員専用
ページ」から申込用紙をダウンロードして記入していただ
き、申込用紙に記載のアドレスへメール又はFAXにてご
応募ください。
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　　　 （公社）福島県トラック協会
　業務部　担当者：遠藤／佐藤
TEL：０２４－５５８－７７５５
FAX：０２４－５５８－７７３１

お問い合わせ

　福島県トラック協会が対外的に行う広報活動について協議
する、第２回広報委員会が、７月12日㈪に郡山市「県中研修
センター」において委員８名が出席し開催された。
　松島 輝 委員長のあいさつに続き、議事として、「令和３年
度広報等各種事業計画」及び今年度の「トラックの日」キャ
ンペーン事業の実施内容について協議のうえ、承認された。
協議の中で、各種セミナーの実施時期や内容について確認さ
れたほか、「トラックの日」キャンペーン事業の実施計画の
詳細について意見が交換された。

令和３年度 第２回広報委員会を開催令和３年度 第２回広報委員会を開催令和３年度 第２回広報委員会を開催県 ト 協県 ト 協
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　トラック運送業界のインターンシップについて
　トラック運送業界では若手ドライバーが減少し、ドライバーの高齢化が進んでおり、 将来的に深
刻なドライバー不足に陥ることが懸念されています。
  トラック運送業界では、将来を担う若手人材を確保するために、効果的に新卒者を 採用する必要
があります。そこで、学生（高校、専門学校、大学等）を 「インターンシップ」により早期から物
流現場へ受入れし、当業界への理解及び イメージアップを図ることで、将来的な人材確保対策を効
果的に実施します。
　インターンシップにより学生を受入れ可能な会員事業者の皆様におかれましては、 インターンシ
ップの関連情報をご入力いただければ、当協会は当該情報を広く公開し、高等学校等にも周知して
まいります。
　インターンシップを実施する予定の会員事業者の皆様におかれましては、是非情報を入力してい
ただくとともに積極的に教育機関へ働きかけていただきますようお願い申し上げます。
　
　インターンシップ応募の流れ
　インターンシップ応募の流れについて、「高校生」については、学校から直接トラック運送事業
者様宛てに申込の連絡が行くことになります。専門学校生、短大生、大学生については、学校また
は学生本人から直接トラック運送事業者様宛てに申込の連絡が行くことになります。

　インターンシップを実施した場合、全日本トラック協会の助成制度が受けられます！
　全日本トラック協会のサイトを通じて高等学校以上の教育機関より、３日間以上のインターンシ
ップを受け入れた中小事業者には助成制度を用意しています。

※助成制度を利用するためには、事前に全ト協の開設したインターンシップ登録サイトに必
要事項の登録が必要となり、全ト協が定めた「インターンシップ導入促進支援事業助成金
交付要綱（要領）」の内容に適合した事業者に対して助成を行います。

トラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進について全 ト 協全 ト 協

助成金の交付予算額 助 成 金 額

1.500万円 インターンシップ受入れ期間

３日間 　　　　９万円
４日間　　 　 11万円
５日間以上 　 13万円

高 校 生 専門学校生・短大生・大学生 等

会  社
①学校から申込が来る ②学校または学生から

　直接申込が来る

トラック運送業におけるインターンシッププログラムの概要例
事例１　 運送業務を中心にしたケース

　　　　  　　午 前
オリエンテーション

（会社概要説明、事業所、車両等の見学）

・ 車両洗車（補助）
・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）

・ 安全運行にむけたDVD視聴
・ ドライバー従業員との質疑応答

・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

　　　　　　 午 後
・ 荷積み作業見学
・ 点呼、乗務前後の状況を見学

・ 配車状況の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ プレゼン制作

１日目

２日目

３日目

４日目

事例２　 運送業務及び構内業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、社長講話）

・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 倉庫内作業の見学
・ 倉庫内荷役作業の実習

　　　　　　 午 後

・ 車両及び荷積み作業見学
・ 倉庫及び倉庫業務の概要説明

・ 運行管理業務の概要説明
・ 配車状況の見学
・ 車両管理システムの操作（補助）

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

事例３　 事務業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、事業所見学、社長講話）

・ 点呼、日常点検整備の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 人事・総務業務の実習
・ 社長秘書業務の実習

　　　　　　 午 後

・ 荷積み作業見学
・ 車両等の見学

・ 事務業務の概要説明
・ 経理業務の実習

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

本件に関する問合せ先
公益社団法人 全日本トラック協会　経営改善事業部
東京都新宿区四谷３－２－５
TEL：03－3354－1056（ダイヤルイン）、FAX：03－3354－1019
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　トラック運送業界のインターンシップについて
　トラック運送業界では若手ドライバーが減少し、ドライバーの高齢化が進んでおり、 将来的に深
刻なドライバー不足に陥ることが懸念されています。
  トラック運送業界では、将来を担う若手人材を確保するために、効果的に新卒者を 採用する必要
があります。そこで、学生（高校、専門学校、大学等）を 「インターンシップ」により早期から物
流現場へ受入れし、当業界への理解及び イメージアップを図ることで、将来的な人材確保対策を効
果的に実施します。
　インターンシップにより学生を受入れ可能な会員事業者の皆様におかれましては、 インターンシ
ップの関連情報をご入力いただければ、当協会は当該情報を広く公開し、高等学校等にも周知して
まいります。
　インターンシップを実施する予定の会員事業者の皆様におかれましては、是非情報を入力してい
ただくとともに積極的に教育機関へ働きかけていただきますようお願い申し上げます。
　
　インターンシップ応募の流れ
　インターンシップ応募の流れについて、「高校生」については、学校から直接トラック運送事業
者様宛てに申込の連絡が行くことになります。専門学校生、短大生、大学生については、学校また
は学生本人から直接トラック運送事業者様宛てに申込の連絡が行くことになります。

　インターンシップを実施した場合、全日本トラック協会の助成制度が受けられます！
　全日本トラック協会のサイトを通じて高等学校以上の教育機関より、３日間以上のインターンシ
ップを受け入れた中小事業者には助成制度を用意しています。

※助成制度を利用するためには、事前に全ト協の開設したインターンシップ登録サイトに必
要事項の登録が必要となり、全ト協が定めた「インターンシップ導入促進支援事業助成金
交付要綱（要領）」の内容に適合した事業者に対して助成を行います。

トラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進について全 ト 協全 ト 協

助成金の交付予算額 助 成 金 額

1.500万円 インターンシップ受入れ期間

３日間 　　　　９万円
４日間　　 　 11万円
５日間以上 　 13万円

高 校 生 専門学校生・短大生・大学生 等

会  社
①学校から申込が来る ②学校または学生から

　直接申込が来る

トラック運送業におけるインターンシッププログラムの概要例
事例１　 運送業務を中心にしたケース

　　　　  　　午 前
オリエンテーション

（会社概要説明、事業所、車両等の見学）

・ 車両洗車（補助）
・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）

・ 安全運行にむけたDVD視聴
・ ドライバー従業員との質疑応答

・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

　　　　　　 午 後
・ 荷積み作業見学
・ 点呼、乗務前後の状況を見学

・ 配車状況の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ プレゼン制作

１日目

２日目

３日目

４日目

事例２　 運送業務及び構内業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、社長講話）

・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 倉庫内作業の見学
・ 倉庫内荷役作業の実習

　　　　　　 午 後

・ 車両及び荷積み作業見学
・ 倉庫及び倉庫業務の概要説明

・ 運行管理業務の概要説明
・ 配車状況の見学
・ 車両管理システムの操作（補助）

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

事例３　 事務業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、事業所見学、社長講話）

・ 点呼、日常点検整備の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 人事・総務業務の実習
・ 社長秘書業務の実習

　　　　　　 午 後

・ 荷積み作業見学
・ 車両等の見学

・ 事務業務の概要説明
・ 経理業務の実習

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

本件に関する問合せ先
公益社団法人 全日本トラック協会　経営改善事業部
東京都新宿区四谷３－２－５
TEL：03－3354－1056（ダイヤルイン）、FAX：03－3354－1019
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令和３年度 整備管理者選任前研修令和３年度 整備管理者選任前研修令和３年度 整備管理者選任前研修国 交 省国 交 省

１．研修日及び受講申請期間

　※ 午前か午後どちらかの研修を受講していただければ研修終了となります。
　　 午前 ９時３０受付開始　　１０時００分～１2時３０分時研修終了。   
       午後 1３時３０分受付開始 １４時００時～１６時３０分研修終了。

２．研修会場
　　（公社）福島県トラック協会 県中研修センター（郡山市喜久田町卸３丁目５）

３．受講申込及び研修に関する問い合わせ先

研修全般に関する問い合わせ等は、会場（県中研修センター）ではなく、
必ず、福島運輸支局 （下記問い合わせ先）へ照会してください。　　　　

記

　東北運輸局福島運輸支局　検査･整備･保安部門　保安担当
TEL ０２４－５４６－０３４５（ダイヤルイン２）
FAX ０２４－５４６－３７５６（受講申請先）

４．注意事項、その他
　（１）会場、日程等が変更になる場合は、支局担当者からお知らせいたします。
　（２）受講申請書は運輸支局及びバス、タクシー、トラックの各協会にも備えています。
        また、福島運輸支局のホームページからの取得可能です。
　（３）受講料、資料代等は無料です。筆記用具、メモ用紙等を持参してください。
　（４）大型トラック等は駐車できませんので、乗合せ等による来場をお願いします。　

道路運送車両法施行規則第31条の４の規定に基づき、令和３年度の整備管理者選任前研修を下記
により実施します。

なお、引き続き「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」に基づき、一回の研修について定
員を100名と設定し、申込が100名を超えた場合、抽選により受講者を決定させていただきます。　
　受講を希望される方は、別紙「整備管理者選任前研修受講申込書」に必要事項を記入し、第２回
～第５回の各研修の受講申請期間内に、福島運輸支局検査･整備･保安部門あてFAXにてお申し込み
ください。

記

第２回

第３回

第４回

第５回

令和３年８月23日㈪ 午前

令和３年８月23日㈪ 午後

令和３年11月８日㈪ 午前

令和３年11月８日㈪ 午後

令和３年７月14日㈬～令和３年８月６日㈮

令和３年７月14日㈬～令和３年８月６日㈮

令和３年10月12日㈫～令和３年10月26日㈫

令和３年10月12日㈫～令和３年10月26日㈫

申請受付期間研修日
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令和３年度 整備管理者選任前研修令和３年度 整備管理者選任前研修令和３年度 整備管理者選任前研修国 交 省国 交 省

１．研修日及び受講申請期間

　※ 午前か午後どちらかの研修を受講していただければ研修終了となります。
　　 午前 ９時３０受付開始　　１０時００分～１2時３０分時研修終了。   
       午後 1３時３０分受付開始 １４時００時～１６時３０分研修終了。

２．研修会場
　　（公社）福島県トラック協会 県中研修センター（郡山市喜久田町卸３丁目５）

３．受講申込及び研修に関する問い合わせ先

研修全般に関する問い合わせ等は、会場（県中研修センター）ではなく、
必ず、福島運輸支局 （下記問い合わせ先）へ照会してください。　　　　

記

　東北運輸局福島運輸支局　検査･整備･保安部門　保安担当
TEL ０２４－５４６－０３４５（ダイヤルイン２）
FAX ０２４－５４６－３７５６（受講申請先）

４．注意事項、その他
　（１）会場、日程等が変更になる場合は、支局担当者からお知らせいたします。
　（２）受講申請書は運輸支局及びバス、タクシー、トラックの各協会にも備えています。
        また、福島運輸支局のホームページからの取得可能です。
　（３）受講料、資料代等は無料です。筆記用具、メモ用紙等を持参してください。
　（４）大型トラック等は駐車できませんので、乗合せ等による来場をお願いします。　

道路運送車両法施行規則第31条の４の規定に基づき、令和３年度の整備管理者選任前研修を下記
により実施します。

なお、引き続き「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」に基づき、一回の研修について定
員を100名と設定し、申込が100名を超えた場合、抽選により受講者を決定させていただきます。　
　受講を希望される方は、別紙「整備管理者選任前研修受講申込書」に必要事項を記入し、第２回
～第５回の各研修の受講申請期間内に、福島運輸支局検査･整備･保安部門あてFAXにてお申し込み
ください。

記

第２回

第３回

第４回

第５回

令和３年８月23日㈪ 午前

令和３年８月23日㈪ 午後

令和３年11月８日㈪ 午前

令和３年11月８日㈪ 午後

令和３年７月14日㈬～令和３年８月６日㈮

令和３年７月14日㈬～令和３年８月６日㈮

令和３年10月12日㈫～令和３年10月26日㈫

令和３年10月12日㈫～令和３年10月26日㈫

申請受付期間研修日

東北運輸局福島運輸支局長殿
令和　　　　年　　　　月　　　　日　

１．受講申請者の住所、氏名等を記載願います。
（氏名･ふりがな･生年月日は研修修了証を作成するときに使いますので、楷書で正確に記載願います。）

ふりがな
住　　所
ふりがな
氏　　名

昭　　和
平　　成

２．整備管理者として選任される予定の事業場の車両台数等について記載願います。

選任基準 選任基準
台数 台数

事業用バス
（レンタカーバスを含む）

定員３０人以上 1
定員１１人以上
２９人以下

10
タクシー 定員１０人以下 5

定員１０人以下
総重量８トン以上
定員１０人以下 （レンタのみ）
総重量８トン未満 10

10

３．事業者の連絡先等について（電話･ＦＡＸは必ず記入をお願いします。）
ふりがな

所属事業場名
ふりがな

営業所等名
連　絡　先

午前午後選択

(各回申込１００名超の場合のみ抽選があり、抽選から漏れた場合のみご連絡差し上げます。）

生年月日 年 月 日 　生

整備管理者選任前研修受講申請書 　ＦＡＸ番号　０２４－５４６－３７５６

管理する自動車の種別 自家用･事業用の別　（□にチェックを入れてください）

車　種 乗車定員・
車両総重量

□　事業用　（緑ナンバー） □　自家用　（白ナンバー）

管理台数 管理台数

自家用バス 2

定員１１人以上 1 1

5

レンタカー（乗用車）

トラック等 5

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　
　希望に○　　　　　午前　　　　　　　午後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

軽貨物事業用（黒ナンバー）
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　福島県における貨物自動車運送安全性評価事業申請は７月１日から14
日までの申請期間内で新規32事業所、更新123事業所、合計155事業所
の申請を受理した。
　安全性評価認定については、全日本トラック協会、安全性評価委員会
（第三者含む）により審査され、本年12月に全国適正化実施機関より各
事業所へ直接結果内容が通知される。　

安全性評価事業（Ｇマーク）155事業所の申請を受理安全性評価事業（Ｇマーク）155事業所の申請を受理安全性評価事業（Ｇマーク）155事業所の申請を受理適 正 化適 正 化

　郡山市「県中研修センター」において６月29日㈫に健康管理セ
ミナーが開催され、会員事業者75名が参加した。
　全日本トラック協会では、定期健康診断の事後措置の徹底を図
る支援の一環として、トラック事業者に特化した「運輸ヘルスケ
アナビシステム」を構築、運営しており、当セミナーでは、この
システムの活用方法、健康起因事故防止事例などが講師から説
明、紹介された。

　セミナーは２部構成となっており、第１部ではNPO法人
ヘルスケアネットワーク 作本 貞子 副理事長より「事業者
における安全と健康管理の進め方」について説明され、第
２部では同団体の保健師 黒田 悦子 氏より「定期健康診断
後のフォローアップの手法について」紹介された。
 講演終了後には質疑応答の時間が設けられ、参加者から
多くの質問が集まり、健康管理に対する意識、関心の高さ
が伺えた。

令和３年度 安全走行に活かそう！健康管理セミナーを開催令和３年度 安全走行に活かそう！健康管理セミナーを開催令和３年度 安全走行に活かそう！健康管理セミナーを開催適 正 化適 正 化

○評価項目の点数配分　安全性に対する法令の遵守状況　　　４０点（基準点３２点）
　　　　　  　　事故や違反の状況　　　　　　　　　４０点（基準点２１点）
　　　　　  　　安全性に対する取組みの積極性　　　２1点（基準点１２点）
○各項目の基準点を満たし、合計８０点以上が安全性優良事業所として認定される

【作本 副理事長】 【黒田 氏】

【健康管理セミナー会場の様子】
NPO法人ヘルスケアネットワーク

　８月７日㈯から９月５日㈰までの期間で実施される、令和３年度年
度第１回運行管理者試験受験者に対する合格率アップ取組事業とし
て、運行管理者試験対策講習会を７月21日㈬に福島市「福島研修セ
ンター」で開催され、会員事業所より75名が参加した。
　講習会は㈱輸送文研社より斉藤 建夫 氏を講師に迎え過去問題の分
析、出題傾向、実試験に出題される分野ごとの要点及び受験対策のテ
クニックの習得に加えたカリキュラムとなっており、参加者は近年難
易度が上がっている本試験合格を目指し知識の上積みを図った。

運行管理者試験対策講習会を開催運行管理者試験対策講習会を開催運行管理者試験対策講習会を開催県 ト 協県 ト 協

【㈱輸送文研社 斉藤 建夫 講師】
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皆さまの事業場では、フォークリフト運転業務従事者に、
安全衛生教育を実施していますか！

１. 日　時

　労働安全衛生法第60条の2において、『事業者は、その事業場における安全
衛生水準の向上を図るため危険又は有害な業務に現に就いている者に対し、そ
の従事する業務に関する安全又は衛生のための教育を行うように努めなければ
ならない。』とされています。更に、その安全衛生教育に関する指針として、
『フォークリフト運転業務安全衛生教育について』（平成２年３月１日基発第
114号）をもって、教育カリキュラムが示され『事業者は、従事者に対して一
定期間（概ね5年）ごとに当該教育を実施するよう努めなけなければならな
い。』とされています。
　陸災防では、災害防止をめざし、『フォークリフト運転業務従事者』を対象
に上記教育を下記の通り実施しております。労働災害防止のため、是非受講さ
れますようご案内申し上げます。

令和３年９月15日㈬ 9：00～17：00 まで

３. 対象者

郡山市  福島県トラック協会　県中研修センター２. 場　所

最大荷重１トン以上のフォークリフト運転業務従事者

４. 講習科目
　 　 と
　  時　間

•最近のフォークリフトの特徴（2時間）
•フォークリフトの取扱いと保守（２時間）
•災害事例及び関係法令（２時間）　　　　　　　　　　　   計 ６時間

５. 受講料 7,700円（テキスト代・消費税込）

６. 申　込 受講申込書（ホームページからダウンロード）に所定事項を記入し、御申込み下さい。

福島市飯坂町平野字若狭小屋32　
陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部
TEL 024-558-9011    FAX 024-559-1161　

募集期間：８月２日㈪から９月８日㈬まで

陸 災 防陸 災 防 『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内
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　県南支部（橋本 一美 支部長）は６月26日㈯に白河市「白河高原カ
ントリークラブ」において、34名が参加しゴルフコンペを開催した。
　梅雨の時期に台風が接近中とのことで天候が心配されたが、当日は
梅雨の合間の晴天となり、参加者全員が親睦を深めながら無事ホール
アウトすることができた。

　また、７月７日㈬には白河地区会員７事業所の安全パトロールを
実施。パトロールは、「令和３年度夏期労働災害防止強調運動」の
一環として、労働災害防止に向けた経営トップの決意と労働環境改
善の重要性の確認及び、交通事故の根絶を目的としている。田村 
美登里 白河労働基準監督署署長、橋本 支部長が同行し、働き方改
革の取り組みへの注意点や進め方、熱中症対策などのアドバイスを
行った。

県南支部がゴルフコンペ開催及び安全パトロールを実施県南支部がゴルフコンペ開催及び安全パトロールを実施県南支部がゴルフコンペ開催及び安全パトロールを実施支　部支　部

【参加者全員での記念撮影】

【労働災害、交通事故根絶を呼びかける】

　いわき支部（松尾 活秀 支部長）は７月10日㈯にいわき市「タイ
ヘイドライバーズスクール」において、支部会員事業所ドライバー
を対象に通算42回目となる、安全運転ドライバー研修会を午前・午
後の部に分け、総勢17名が参加し開催された。
　当研修会は受講者が飽きのないよう工夫を凝らした講習内容と
なっており毎回好評を得ている。受講者は最新の道交法改正等の座学
やコース内での実技を通し、安全運転のための技術と意識を高めた。
次回は11月13日㈯に開催予定となっている。　

いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催支　部支　部

【講師６名による挨拶】

　県中支部（松島 輝支部長）は７月10日㈯に郡山市「郡山ゴ
ルフ倶楽部」において、35名が参加し親睦ゴルフコンペを開
催した。
　梅雨真っ只中の時期ではあったが、当日は奇跡的に天候に
も恵まれ、参加者全員が親睦を深めながら無事ホールアウト
することができた。入賞者は以下のとおり。

優　勝　堀口 　進（石川運送㈱） 　  準優勝　大石田　忠（東北鉄道運輸㈱）

第３位　安部 匡史（㈲安部興業）  　 第４位　阿部　安浩（東北三八五流通㈱郡山支店）

第５位　鈴木 登二郎（㈲鈴木建設）

県中支部が親睦ゴルフコンペを開催県中支部が親睦ゴルフコンペを開催県中支部が親睦ゴルフコンペを開催支　部支　部

【参加者全員での記念撮影】
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【参加者全員での記念撮影】

【労働災害、交通事故根絶を呼びかける】
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後の部に分け、総勢17名が参加し開催された。
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【講師６名による挨拶】

　県中支部（松島 輝支部長）は７月10日㈯に郡山市「郡山ゴ
ルフ倶楽部」において、35名が参加し親睦ゴルフコンペを開
催した。
　梅雨真っ只中の時期ではあったが、当日は奇跡的に天候に
も恵まれ、参加者全員が親睦を深めながら無事ホールアウト
することができた。入賞者は以下のとおり。

優　勝　堀口 　進（石川運送㈱） 　  準優勝　大石田　忠（東北鉄道運輸㈱）

第３位　安部 匡史（㈲安部興業）  　 第４位　阿部　安浩（東北三八五流通㈱郡山支店）
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会 員 だ よ り
会員名簿変更

ページ 変更事項事業所名 新 旧
安齋真也

髙橋健太郎

小栗山美行

 

松浦友昭

西白河郡西郷村大字熊倉字折口原297-3

斎藤陽一

佐川急便㈱南東北支店会津若松営業所

沼倉洋一

阿部守一

坂本秀一

番場裕司

アトムライン㈱ 

いわき市遠野町滝字堂知68

依田　敦

佐川急便㈱南東北支店いわき営業所

杉原裕也

安斎勇一

矢吹昭二

佐藤正巳

                 

                 

紺野勝利

西白河郡西郷村大字熊倉字折口原157-2

緑川直人

佐川急便㈱東日本支社南東北支店会津若松営業所

猪狩圭二

立谷幸雄

野坂幸雄

番場正信

アトム企画㈱

いわき市遠野町滝字神の内78-1

萩原正之

佐川急便㈱東日本支社南東北支店いわき営業所

目黒吉人

㈲川崎開発

㈱ジャス福島営業所

東北クリーン運輸㈱福島営業所

SBS三愛ロジスティクス㈱南東北支店福島営業所

㈱トライ物流

佐川急便㈱南東北支店郡山営業所

佐川急便㈱南東北支店須賀川営業所

㈱太陽流通サービス郡山営業所

㈲あぶくま商事

双石運輸㈲

佐川急便㈱南東北支店白河営業所

佐川急便㈱南東北支店会津若松営業所

太陽興産㈲

相馬港湾運送㈱

㈱大興福島営業所

㈲番場産業

佐川急便㈱
南東北支店相馬営業所

アトムライン㈱

庄屋産業㈱

福島臨海鉄道㈱

佐川急便㈱南東北支店いわき営業所

東北クリーン運輸㈱いわき営業所
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10

13
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25

25

26

29

30

36

42

42

45

45

46

49

51

53

55

58

59

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

郵便番号
住　　所
事業所名
  代表者
事業所名
  代表者

事業所名
  代表者

事業所名
   住 所
  代表者

事業所名
住　　所

住　所

住　所

事業所名

事業所名

事業所名

969-1104
本宮市荒井字恵向25-1

963-8838
郡山市字深田台96

　県北支部（蓬田 隆信 支部長）は福島市「福島自動車学校」で支部会員事業
所ドライバー向けの安全運転技能講習会を開催した。
　講習会は、中堅・ベテランドライバーを対象に交通事故の未然防止を目的と
し、毎年実施している。参加者は自動車学校のコースと路上を実際に運転しな
がら、運転技能の基本の再認識や運転の癖を把握させ、修正に至るまで講師
から指導を受けた。６月、７月にわたり６回開催し、合計43名が受講した。

県北支部が安全運転技能講習会を開催県北支部が安全運転技能講習会を開催県北支部が安全運転技能講習会を開催支　部支　部

　県中支部（松島 輝 支部長）は７月25日㈰に陸災防県中分会と共
催で、親睦ソフトボール大会を開催した。   
　一昨年は雨天、昨年はコロナ禍で中止のため、３年ぶりの開催と
なり７チームが参加した。
　実行委員会を立ち上げた今回の大会は、前日にグランド整備等を
行い万全の体制で開催された。天候が心配されたが、平年より早い
梅雨明けとなり、当日は好天のなか楽しくプレーし親睦を深めた。

県中支部がソフトボール大会を開催県中支部がソフトボール大会を開催県中支部がソフトボール大会を開催支　部支　部

㈱ジャス福島営業所
福島市成川字這松15-1

㈱ジャス福島支店
福島市成川字上谷地63-7

佐川急便㈱南東北支店郡山営業所
平間義昭

佐川急便㈱東日本支社南東北支店郡山営業所
水戸光国

佐川急便㈱南東北支店須賀川営業所
安濃伸英

佐川急便㈱東日本支社南東北支店須賀川営業所
森田　貴                

佐川急便㈱南東北支店白河営業所
若林和男

佐川急便㈱東日本支社南東北支店白河営業所
阿部　修

佐川急便㈱南東北支店相馬営業所
南相馬市鹿島区大字南柚木字相馬清水182
湯田恵輔

佐川急便㈱東日本支社南東北支店相馬営業所
南相馬市鹿島区大字南柚木字相馬清水182-4
芳賀史剛
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厚生労働省福島労働局委託事業

福島働き方改革推進支援センターではこれらの他に就業規則、ハラスメント、
その他労務管理、助成金の活用等専門家の事業所訪問、働き方改革に関する
事業所内研修、商工会議所・商工会での出張相談等無料で支援を行っています。

TEL 0120－541－516　FAX 024－533－2380
e-mail　fsr-hatarakikata@lily.ocn.ne.jp

福島働き方改革推進支援センター
（福島県社会保険労務士会）

〒960-8252　福島市御山字三本松19－３　［月～金　９：00am～５：00pm　土、日、祝日を除く］

電話、メール、来所、Web相談も受け付けています

中小・小規模事業者の皆さま

働き方改革の対応、準備はできていますか働き方改革の対応、準備はできていますか

●年休（年次有給休暇）５日の時季指定義務
●時間外労働の上限規制
　原則月45時間、年360時間
　臨時的な特別の事情　年720時間、単月100時間未満、複数月80時間
●子の看護休暇・介護休暇　１時間単位の取得
●障害者法定雇用率　2.3％　43.5人以上
●同一労働同一賃金
　正社員とパート・有期雇用労働者の均衡・均等待遇
●70歳までの就業機会確保措置（努力義務）
●テレワークの推進と副業・兼業の促進

パワハラ防止
①社内方針の明確化と周知・啓発　②対応するための体制づくり
③迅速・適切な対応　④プライバシー保護、不利益取扱い禁止

女性活躍「一般事業主行動計画」の策定・届出　101人以上
月60時間超の時間外労働割増率　50％
時間外労働上限規制猶予措置廃止
建設業　災害復旧・復興を除き上限規制すべて適用
自動車運転業務　上限年960時間へ

改正法が順次施行・適用されています

令和４年（2022）

令和５年（2023）

令和６年（2024）

働き方改革の対応、準備はできていますか
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運送事業者・荷主の皆様へ 

 

 

 

「トラック運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイト」の活用について 

 

トラック運送事業は、我が国の国民生活及び経済活動を支える重要な産業ですが、荷待ち

時間の発生など運送における取引慣行に由来する課題が多く存在し、他の産業の労働者と比

較して長時間労働・低賃金の傾向にあります。このため、物流を支えるトラック運転者の確

保が難しい状況にあります。こうしたトラック運転者の長時間労働を解決するためには、ト

ラック運送事業者の取組に加えて、荷主の協力が不可欠です。 

 

厚生労働省では、トラック運転者の労働時間短縮に向けた運送事業者と荷主の取組を支援

するため、国民の皆さま、運送事業者、荷主向けに「トラック運転者の長時間労働改善に向

けたポータルサイト」を令和元年度に開設しました。 

 

このポータルサイトは、運送事業者と荷主の協力によるトラック運転者の労働時間短縮の

進め方や具体的な取組事例をまとめたガイドラインなどを多数掲載しているほか、運送事業

者・荷主の企業の方がトラック運転者の労働時間短縮に向けて自社の取り組むべき事項を簡

単に洗い出せる自己診断ツールなど、様々なコンテンツを掲載しています。 

 

また、本年６月には、新たなコンテンツ 

として、トラック運転者の長時間労働改善 

に向けた「荷主」企業向けのショートセミ 

ナー形式の連載動画「荷主のための物流ワ 

ンポイント講座」を掲載しています。 

 

 

 

運送事業者、荷主の皆様には、ポータルサイトにアクセスし、内容をご覧いただくととも

に、トラック運転者の長時間労働の改善に向けた取組について、ご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 

 

ポータルサイトＵＲＬ https://driver-roudou-jikan.mhlw.go.jp/ 
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※県北支部は８月17日火まで休みとなります

交通事故統計交通事故統計交通事故統計お知らせお知らせ

　第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況は2020年に比べ2021年では発生件数
（－16）、死者数（－1）、傷者数（－17）となっている。交通規則を守ることは、社会人としての基本的な責
務です。会員事業所におかれましても、プロドライバーとして、より一層の交通安全対策をお願いします。

第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況（６月末）

交通ルールの遵守、思いやり運転等交通マナーアップ　交差点での安全確認の励行　速度の抑制

発生件数

死 者 数

傷 者 数

発生件数

死 者 数

傷 者 数

1月 3月2月 4月 5月 6月 8月 9月

2020
年（
概
数
）
2021
年（
概
数
）

7月 11月 12月10月２０２０年

に比べて

の増減数

合計

30

1

36

14

0

19

年間合計

67

1

85

3

0

3

1

0

1

－16

－　1

　－17

7

0

14

3

0

3

4

0

4

2

0

3

4

0

4

3

0

3

7

1

6

3

0

6

5

0

5

2

0

3

技能講習等実施予定技能講習等実施予定技能講習等実施予定陸 災 防陸 災 防

日　程 行　　事　　内　　容 開　催　場　所

８月の行事予定８月の行事予定

25日㈬ 郡山市「県中研修センター」女性部会　第２回役員会

夏季休日のご案内 県ト協本部及び各支部、陸災防福島県支部の８月の夏季休日に
ついては下記のとおりとなります。

８月13日㈮～8月16日㈪

2021年８月１日発行（毎月１回１日）
編集発行　公益社団法人福島県トラック協会
〒960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋32
TEL 024-558-7755㈹　FAX 024-558-7731
H.P http://fukutora.lat37n.com/

トラック広報　わだち８月号（通巻487号）


